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八潮市役所　☎048-996-2111 腹日時・期間　 複場所　 覆対象　 淵内容　 弗持ち物　 払定員　 沸費用　 仏申し込み　 物問い合わせ

おしらせＨＯＴコーナー　案内おしらせＨＯＴコーナー　案内

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

Ｈ
Ｏ
Ｔ

Ｈ
Ｏ
Ｔ
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー

市役所の電話
996-2111

FAX
995-7367

０１２０‒８４０‒２２５
防災行政無線で放送した
内容が聞き取れなかった
場合、再度聞き直せます
（定時放送を除く）。通話
料は無料です。

防災行政無線
テレホンサービス

物人権・男女共同参画課☎焚８１１、社会教育課☎焚３６５

案
内
案
内

八
潮
市
議
会
定
例
会
の
傍
聴

　
平
成
３０
年
第
１
回
八
潮
市
議
会
定
例
会

を
２
月
２８
日
㈬
か
ら
３
月
２０
日
㈫
ま
で
開

会
し
て
い
ま
す
。

一
般
質
問
日　
３
月
１４
日
㈬
・
１６
日
㈮
・

１９
日
㈪

※
一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
市
の
仕
事
全

般
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
か
ら
現
在
の
状

況
や
こ
れ
か
ら
の
考
え
を
聞
く
こ
と

払
各
日
４２
人
（
当
日
先
着
順
）

物
議
事
調
査
課
☎
焚
２
７
７

会
議
の
開
催

●
第
２
回
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
推
進
委

員
会
会
議
の
傍
聴

腹
３
月
２３
日
㈮　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

複
八
潮
メ
セ
ナ
会
議
室
１
・
２

淵
平
成
２８
年
度
八
潮
市
地
域
福
祉
計
画
事

業
評
価
調
書
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
社
会
福
祉
課
☎
焚
３
１
６

●
第
３
回
八
潮
市
社
会
教
育
審
議
会
の
傍

聴腹
３
月
２２
日
㈭　
午
前
１０
時
～
正
午
（
受

付
＝
午
前
９
時
３０
分
～
１０
時
）

複
教
育
委
員
会
会
議
室
（
市
役
所
別
館
）

淵
平
成
３０
年
度
社
会
教
育
事
業
計
画（
案
）

に
つ
い
て
な
ど

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
社
会
教
育
課
☎
焚
３
６
５

●
第
３
回
八
潮
市
都
市
計
画
審
議
会
の
傍

聴腹
３
月
２２
日
㈭　
午
後
３
時
～

複
八
潮
メ
セ
ナ
集
会
室

淵
八
潮
市
市
街
化
調
整
区
域
ま
ち
づ
く
り

基
本
方
針
に
つ
い
て

払
１０
人
（
当
日
先
着
順
）

物
都
市
計
画
課
☎
焚
２
７
０

●
第
３
回
八
潮
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
委
員
会
の
傍
聴

腹
３
月
２６
日
㈪　
午
後
１
時
３０
分
～
３
時

３０
分

複
第
２
応
接
室

淵
八
潮
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
取
り
組
み
に
係
る
進
捗

状
況
の
報
告
、ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推

進
に
係
る
来
年
度
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

払
５
人
（
当
日
先
着
順
）

物
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
課
☎
焚

４
７
０

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

一
部
利
用
停
止

　
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

伴
い
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
図
書

の
検
索
・
予
約
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
停
止
し

ま
す
。

腹
４
月
２
日
㈪
・
３
日
㈫

物
八
幡
図
書
館
☎
９９５
・
６
２
１
５

公
益
信
託
高
橋
保
蔵
八
潮
市

交
通
遺
児
奨
学
基
金

覆
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
▼
市
内
に

居
住
す
る
方
の
子
ど
も
で
両
親
ま
た
は
父

母
の
一
方
が
交
通
事
故
を
起
因
と
し
て
死

亡
し
、
残
さ
れ
た
遺
児
▼
学
校
（
幼
稚
園

を
除
く
）
ま
た
は
専
修
学
校
の
高
等
課
程
、

も
し
く
は
専
門
課
程
に
在
学
す
る
方
▼
学

資
が
豊
か
で
な
い
こ
と

奨
学
金　
月
額
７
０
０
０
円
～
３
万
円　

※
返
還
義
務
無
し

仏
三
井
住
友
信
託
銀
行
個
人
資
産
受
託
業

務
部
公
益
信
託
グ
ル
ー
プ
（
高
橋
保
蔵
八

潮
市
交
通
遺
児
奨
学
基
金
申
請
口
☎
０３
・

５
２
３
２
・
８
９
１
０
）
へ

物
教
育
総
務
課
☎
焚
３
６
１

連
絡
所
で
の
証
明
書
発
行

業
務
の
終
了

　
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
受
け
取
り
が
で

き
る
連
絡
所
（
八
條
郵
便
局
、
古
新
田
郵

便
局
、
資
料
館
、
ゆ
ま
に
て
、
保
健
セ
ン

タ
ー
）
は
、
３
月
３１
日
で
終
了
し
ま
す
。

　
今
後
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
受
け
取

り
は
、
市
役
所
本
庁
、
駅
前
出
張
所
ま
た

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
コ

ン
ビ
ニ
交
付
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

物
市
民
課
☎
焚
２
１
０

生
産
緑
地
地
区
追
加
指
定
受
付

　
生
産
緑
地
地
区
の
追
加
指
定
を
行
い
ま

す
。
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

腹
４
月
２
日
㈪
～
２７
日
㈮

物
公
園
み
ど
り
課
☎
焚
３
２
１

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
全
国

一
斉
情
報
伝
達
訓
練
放
送

　
国
か
ら
の
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊

急
情
報
を
伝
達
す
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
（
Ｊ
―
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）
と
、
市
の
防

災
行
政
無
線
の
連
動
を
確
認
す
る
た
め
、

試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

腹
３
月
14
日
㈬　
午
前
11
時
頃

淵
▼
防
災
行
政
無
線
チ
ャ
イ
ム
▼
こ
れ
は
、

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
（
３
回
）
▼

こ
ち
ら
は
、
防
災
や
し
お
で
す
▼
防
災
行

政
無
線
チ
ャ
イ
ム

※
災
害
や
天
候
な
ど
に
よ
り
、
試
験
放
送

を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

物
危
機
管
理
防
災
課
☎
焚
３
０
５

固
定
資
産
の
価
格
等
の
縦
覧
と

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
平
成
３０
年
度
固
定
資
産
税
（
土
地
・
家

屋
）
の
納
税
者
は
、
本
人
の
土
地
や
家
屋

の
価
格
と
市
内
の
他
の
土
地
や
家
屋
の
価

格
と
の
比
較
が
で
き
る
よ
う
、
次
の
帳
簿

を
縦
覧
で
き
ま
す
。

腹
４
月
２
日
㈪
～
５
月
３１
日
㈭
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）　

①
午
前
８
時
３０

分
～
午
後
５
時
１５
分
②
午
前
８
時
３０
分
～

午
後
７
時

複
①
資
産
税
課
（
縦
覧
・
閲
覧
）
②
駅
前

出
張
所
（
閲
覧
の
み
）

淵
▼
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地

番
・
地
目
・
地
積
・
価
格
）
▼
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類

・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）

弗
本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

※
市
内
に
固
定
資
産
を
お
持
ち
の
方
で
、

こ
の
期
間
に
本
人
の
課
税
台
帳
を
閲
覧
さ

れ
る
方
に
は
、
課
税
台
帳
の
写
し
を
無
料

で
お
渡
し
し
ま
す
（
こ
の
期
間
以
降
は
有

料
）。

物
資
産
税
課
☎
焚
２
０
５

不
動
産
相
談
実
施
日
お
よ
び

場
所
の
変
更

　
４
月
か
ら
、
相
談
日
と
場
所
を
変
更
し

ま
す
。

腹
毎
月
第
２
月
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時
、

第
４
月
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

複
市
民
相
談
室

物
秘
書
広
報
課
☎
焚
３
７
３

文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
利
用

　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
の
利
用
に
は
、
登
録
と
講
習
会
受

講
が
必
要
で
す
。

腹
申
請
手
続
き
後
～
平
成
３１
年
３
月
３１
日

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

覆
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
１６
歳
以
上

の
方

沸
２
０
０
０
円
（
受
講
料
）

仏
４
月
２
日
午
後
２
時
か
ら
、
登
録
料
を

お
持
ち
の
う
え
文
化
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

窓
口
（
☎
９９６
・
５
１
２
６
、
受
付
＝
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
へ

第
２
期
八
潮
市
国
民
健
康
保
険

保
健
事
業
実
施
計
画
・
第
３
期

八
潮
市
特
定
健
康
診
査
等
実
施

計
画
の
策
定

　
八
潮
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
健
康
・

医
療
情
報
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
に
沿
っ
た
「
第
２
期
八
潮
市
国
民
健
康

保
険
保
健
事
業
実
施
計
画
（
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
計
画
）」
と
、
特
定
健
康
診
査
の
実
施

方
法
な
ど
を
定
め
た
「
第
３
期
八
潮
市
特

定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
を
一
体
的
に

策
定
し
ま
し
た
。

　
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
８４０
情
報
資
料
コ
ー
ナ
ー
、
市
内

公
共
施
設
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

物
国
保
年
金
課
☎
焚
８
２
５

障がいのある人の人権
～共生社会の実現に向けて～

人 権 そ れ は 愛

　障がいは、先天的なもののほか、事故や病気で生じたも
の、加齢に伴うものなど、発生する時期はさまざまです。
　障がいのある人もない人も、互いにその人らしさを認め
あいながら共に生きる社会をつくることを目的に、国は、
「障害者差別解消法」を平成２８年４月に施行しました。法律
ができてからまもなく２年が経過しますが、まだ多くの方
に認知されていないのが現状です。
　この法律では、行政機関やお店などの事業者が、障がい
のある方に対して、「不当な差別的取扱い」をしてはなら
ないことや、障がいのある方が困らないように「合理的配
慮」（事業者は対応に努めること）をすることになってい
ます。
　「不当な差別的取扱い」とは、例えば、「障がいがある」
という理由だけでアパートへの入居を断ることや、店舗へ
の入店を断るなどが挙げられます。
　「合理的な配慮」とは、例えば、聴覚障がいの方には、
声だけではなく筆談で対応する、視覚障がいの方には、文
書だけではなく声に出して読み上げるなど、障がいのある
方が困っている時に、その人の障がいに合った必要な工夫
を考えて対応することなどです。
　誰もが支えあい共生できる社会を実現するためには、行
政機関や事業者はもとより、一人ひとりが、障がいのある
人の立場になって考え、行動することが大切ではないでし
ょうか。

　１月２５日、八潮メセナで　「八潮市表彰規則に基
づく表彰」の式典が行われ、市の発展に貢献され
た方々が表彰されました（敬称略・順不同）。

八潮市表彰規則に基づく表彰

物総務人事課☎焚２３１

受賞者 職名など

市
いち

川
かわ

俊
とし

之
ゆき

、臼
うす

倉
くら

健
けん

一
いち 元農業委員会委員

伊
い

藤
とう

憲
けん

治
じ 学校薬剤師

大
おお

木
き

一
かず

也
や 国民健康保険運営協議会委員

伊
い

澤
ざわ

貴
き

美
み

子
こ 介護認定審査会委員

栗
くり

原
はら

武
たけ

稔
とし 西袋上馬場土地区画整理審議

会委員

秋
あき

山
やま

好
よし

雄
お 八潮南部東一体型特定土地区

画整理審議会委員

杉
すぎ

村
むら

彰
しょう

洋
よう 文化財保護審議会委員

萩
はぎ

野
の

祐
ゆう

一
いち

、小
こ

儀
ぎ

雅
まさ

利
とし

、
松
まつ

本
もと

雅
まさ

美
み 消防団員

藤
ふじ

崎
さき

勝
かつ

利
とし

、櫻
さくら

井
い

政
まさ

幸
ゆき 元消防団員

藤
ふじ

波
なみ

きみ子
こ

・藤
ふじ

波
なみ

清
きよし

、
東武環境センター㈱

寄附

※この他、 １人が受賞されました（本人の希望により氏名
は掲載しません）。


